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和服文化の伝承媒体としてのゆかたを考える
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目的：内衣から発したゆかたは、今や夏のカジュアルウェアーとして若者の間で人気も高

く近年、多様な色・柄ものが出現し、既製品化も進んできている。また、ゆかたのみに焦

点を絞った縫製や着装についての入門書が新たに出版されている。しかし、その中には伝

統的きまりを無視した縫製、柄合わせや着装等が随所に見られるようになってきた。そこ
で、和服文化の伝承媒体としてのゆかたの現状と問題点を提示する。

方法：店頭・パンフレット・雑誌等にみられるゆかたの現状調査、入門書や解説書の検

討、若者を対象としたゆかたに対する意識調査等。

結果：ゆかたは従来からの夕涼みや家庭での普段着からカジュアルな街着や、仕事着(司

会・受付等)として広範に着用されるようになってきており、伝統的着装に加えいろいろ

な着装の提案がなされている。店頭販売では既製ゆかたが年々増加し、家庭縫製および、

注文縫製ゆかたは減少傾向にある。既製ゆかたにおいては、手縫いとミシン併用からすべ
てミシン仕立てへと移行しつつあり、縫製における省力化が進んでいる。また、柄合せへ

の配慮が足りないものもみうけられるようになってきている。入門書や解説書において

は、説明記述と解説図が一致しないものや、裁断、縫製面でのあやまりの記載が多くみら

れる。

2  Ma －2 縫製における縫い目割りについて

○田中百子’ 永井房子’ 三石幸夫¨
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目的　 衣服製作にあたり 縫合部 の縫い目 割りの良否は、布地のメ ーキングァップ性およ

び可 縫性の上から 、シルエット や縫い目の美しさに影響するものとし て重要である。布地

のメ ーキングァップ性に関し ては､･ 可縫性殊にシームパッ カリングについて研究 がなされ

成果も上がっている。しかし、縫い目割り特に合成繊維を素材とする布地の縫い目割り の

研究は十分とはいえない。本研究では合繊婦人用服地を用い縫製条件の違いによる縫い目

割り の良否を定性的にとらえるこ とを試み、さらに布地の構造特性、力学的 特性との関係

を検討するも のである 。

方法　 試 料布は合成繊維（ ポリ エステルlOOiK）9 種類を 用`い、 家庭用ミシンにて縫合後

、アイロンで縫い目を割る。 アイロンかけ条件は家庭用アイロン（自重1 、45kg/160cm' ）、

職業 用アイロン（自重2、0kg/190cm^ ）の２種類、アイロン温度１ ４ 0 ° ～1  5  0 °時間１０

秒とした。縫製 条件は縫い方向タテ、ヨコ、縫い代畏1 、5 cm、針目数４日 ／cm である。

縫い目割り測定はマイクロスコープにより、縫い代端高さ（ ＨＩ）、縫い 目持ち上がり高さ

（Ｈ２）、縫い代最大高さ（Ｈ３ ）、縫い目から縫い代最大高さ の距離（ＹＩ ）、縫い目から縫

い目持ち上がり 高さ（Ｙ２）を測定し、布地 の物性との関係を検討した。

結果　 アイロンかけ条件は職業用アイロンの方が縫い目割り部分のセット 性がよい。縫

製条件の布地方向では組織により縫い目割りは 異なる傾向を示し た。布地の物性との関係

では、厚さ が増 すとH  1 、H  2 、H  3 、Ｙ１いずれも大きくなる傾向を示し た。曲げ 剛性

が大きく なるとH  1 、H  3 、Ｙ１いずれも大きくなる傾向を示し た。
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